







た｡ 享年53歳だった｡ 彼の死後､ 長男アダムがこ
のシリーズを引き継いで､ 『ミスター・クリスマ




























度かある人なら､ ‘cutting board’, ‘beansprouts’,




















































(Tesco)､ セインズベリーズ (Sainsbury’s)､ アズ






























































衣類の自社ブランド ｢チェロキー｣ を､ 2004年か
らは音楽ソフトのダウンロード販売をも開始した｡
また郊外型ハイパーマーケットとは別に都市型の
比較的小規模な店舗 ｢テスコ・メトロ｣ や､ コン


















































二説あり､ それは ｢酪農場組合｣ (Associated
Dairies) の最初の二文字ずつを取ったという説と､
最初の店舗を所有していたアスキス (Asquith)












































食品の ｢ザ・ベスト｣ と健康食品 ｢イート・スマー
ト｣ はそのまま名前を変えずに継承した｡
以上の四大チェインの他に､ 独自の高級路線で
孤高の地位を保つウェイトロゥズにも是非注目し
ておきたい｡ 私は普段から､ どんなものでも高級
品はあまり好まないのだが､ このスーパーは大好
きで､ 車で旅行中に､ あるいは町を散策中に見か
けると用がなくてもつい入ってしまう｡ イングラ
ンド南部とウェイルズ南部を中心に約180の店舗
があり､ 27,000人の従業員がいる｡ ウェイトロゥ
ズはテレビや新聞雑誌の広告でも決して価格の安
さを宣伝することはなく､ 価格に見合った以上の
品質の高さを強調する｡ (とは言え別に驚くほど
高いわけではない｡) 建物は白壁の落ちついた外
観で､ 店内には音楽や呼び売りが一切なく､ 静か
な雰囲気が保たれている｡ 客層も他のスーパーと
は明らかに違う｡
ウェイトロゥズは1904年にウォレス・ウェイト､
アーサー・ロゥズ､ デイヴィッド・テイラーの三
人がロンドン西部のアクトン・ヒルに小さな食品
店を開いたことから始まった｡ その後1937年に大
手百貨店ジョン・ルイスに買収され､ その後ウェ
イトロゥズという名前を冠したスーパーの第一号
店を1955年にロンドン南郊のストリータムに開店
した｡
このスーパーの独自性はアッパーミドルクラス
以上にターゲットを絞った品揃えばかりでなく､
その独特の経営形態にも見られる｡ ジョン・ルイ
スとウェイトロゥズでは従業員がこれらの会社の
｢パートナーシップ｣ すなわち部分的な所有権・
経営権を授与され (このため従業員は ｢パートナー｣
と呼ばれる)､ 年に一度その収益金がすべての従
業員に還元される｡ これは従業員の年間給与の一
割から二割に相当する金額だそうだ｡ 日本と比べ
て英国のあらゆる商店 (スーパーに限らず) の店
員は呆れるほど無愛想で態度が悪いのが多かった
りするが､ その中にあってウェイトロゥズの店員
は比較的感じがよい｡ これはこのように､ それぞ
れの店員がその店を所有しているという誇りと責
任感に起因しているようだ｡ また従業員の平均就
業年数も他のチェイン店のそれより遙かに長いら
しい｡
2000年からはイングランド中北部への進出が始
まり､ サマーフィールドの店舗を10以上買い取っ
て､ これまで出店していなかった地域にも支店を
出すようになった｡ さらに2004年からはモリソン
ズの旧セイフウェイ店舗を30軒近くも買収した｡
この中にはエディンバラの二店舗も含まれていて､
これまでは南部だけのチェインというイメージだっ
たウェイトロゥズが､ 全国区の高級スーパーとい
うイメージに変容しつつある｡
アズダとモリソンズが南部に進出してウェイト
ロゥズが中北部に領土を拡大しつつあるという現
象は､ この国で階級の均一化が進みつつあること
の兆候なのかも知れないが､ 同時にそれはまたさ
らなる地方色の衰退という好ましくない結果をも
たらすことにもなるのであろう｡ 尤も､ 全国チェ
インのスーパーという存在自体が､ 各地域に根ざ
した個人商店の存在を脅かしているのであり､ 特
に最大大手のテスコにはこのような意味からの批
判が集中していることも事実である｡ (興味のあ
る人は2006年３月16日の 『タイムズ』 を参照のこ
と｡)
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